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し、火床から出た部分の炭素鋼を冷めないように保温さ
せると同時に、露出した刃先の加熱色を目視で確認する。
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工程図 25　炭による加熱（焼入れ）
トンビ部とナカゴ部の両端を加熱し、全体の温度が上昇してきたら刀身を前
後に動かして加熱する。この操作は加熱ムラを無くすために行う。刀身を
動かすと共に散った炭が、火床から外れた刀身部分を保温する役目となる。
またその時、現れた刀身部分の加熱色によって焼入れ温度を目視確認する。
工程図 27　焼戻し（酸化色の観察）
刃先を急冷した後、水槽から刀身を出してミネに残った余熱を刃
先に伝導させ、出現する酸化色を確認して焼戻しを行う。
工程図 29　焼戻し（止め焼き2）
余熱の伝導が刀身中央の刃先に早く進行した場合、金鎚に水を付
けてその部分を冷却し、余熱の伝導を止める。焼戻し温度の微妙
な調整はこの方法のほうが的確にできる。また、中央の場合、場
所的な理由により水に浸水させられない。
工程図 31　研ぎ仕上げ
ベルトサンダーによって刃裏平面を切削の後、水砥石によって刃
シノギ側刃先部分と刃裏の先端を研ぎ、蛤刃として仕上げる。（焼
入れ前の鑢による切削で斜めに仕上げた部分）
工程図 26　焼入れ
焼入れ温度に加熱した後、刀身の大部分を刃先から水槽に約 1.5
秒浸水させる。その時、ミネ側 2cm程度を水面から出し、焼戻し
の熱をミネ側に保持する。
工程図 30　歪み取り
焼戻しを終了してから焼入れ時に出た歪み（曲がり）を修正する。
歪が大きい場合、コの字型に曲げた丸棒上の中央でミネ部分を打
ち、修正を行う。修正の時、炭素鋼を打つと割れや欠けにつながる。
工程図 32　メクギ打ち
メクギ穴にメクギ（鉄製の丸棒）を通して金鎚でカシメ打ち、刀身
と木製の柄を組み合わせて完成させる。
工程図 28　焼戻し（止め焼き1）
余熱の伝導（酸化色）が刀身の特定部分に先に進行した場合（こ
の場合手元に近い刃先）、その部分を水に浸水させて冷却し、余
熱の伝導を止める（止め焼き）。水に浸水させると温度は急激に
下がる。
